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NEWS 三 三三 三- 三戸主ヱ㌘宅荘 司と主こ=主よ㌻-訟F=三成 じき:- ダモ- ㌘=三二㌢害-3
津島第12次調査はじまる
図書館の増築工事に先立ち,発掘調査がはじま
りました｡場所はいまの図書館本館の北側で
す｡平安～鎌倉時代の水路や,弥生時代の水田
をど,いろいろをものが出ると予測されます.
一度のぞいてみてください ｡
弥生時代後期の水田(左:完掘状態,/]':調査状況)
洪水の砂の層を丁寧に掘りFげるとわずかな土
の高まりが帯のように現れる 微妙な土の色の違
いや.Uul凸の記録から当時の旧La風Iiが浮かぶD
小さいもので1mX2m,大きなものでも3mX5m程
度の長方形を基本とした形のものである｡こうした
弥生水田は洪水砂の層をr事に掘り下げると,調査
区の一面に,さながらモザイク絵のように現れた.
地層のゆるやかな傾斜から,この地点は南東部が
自然の高まりをもっていることがわかった｡水田の
区画は高まりの周囲でかたちが歪むものが多い (写
真左上).水平を地面に水を流すのとは異なり,段々
畑のように水平な面を畦で区画してそれぞれの水田
に均等に水が回るように工夫したのであろう｡そう
した苦労も,また洪水による砂の堆積により埋もれ
た｡水田が良く残っている遺跡は当時の人々にとっ
ては辛く切なく,考古学者にとっては,恰好の研究
対象として,このうえなく嬉しい遺跡なのである｡
(助手 阿部芳郎)
表紙写真の説明 備讃瀬戸の風光と海の生産用具｡
奥側左からタコ壷,石のおもり,製塩土器(複製),
手前が土製のおもり｡
編集後記 今回は海の特集｡私たちと海との深いつ
ながりが,どんか二遠い昔にさかのぼるものなのか,
おわかりいただけたでしょうか｡高度成長の代償に
たくさんの自然の浜辺を失った今,潮風の香りがま
すますなつかしく感じられます｡ (M)
